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早
は や さ か 　 あ き ら

坂暁講演と第３回定期総会

作家　早坂暁（はやさか　あきら）

１９２９年（昭和４）愛媛県松山市（旧北条市）生まれ。１０００

本以上の脚本・小説・ドキュメンタリー・戯曲・舞台演出を手掛ける。

代表作にドラマ「天下御免」「夢千代日記」「花へんろ」小説「ダ

ウンタウン・ヒーローズ」「華日記」「戦艦大和日記」など。モ

ンテカルロ国際テレビ賞、芸術選奨文部大臣賞、放送文化賞、向

田邦子賞、新田次郎文学賞、紫綬褒章他受賞多数。

ー瀬戸内海を殺すな　海は誰のものかー
松山出身の作家

伊方原発を
と め る 会

９月１５日（日）13:00　開場

早坂さん講演会	 13:30 ～ 15:00

　　　　　第 3回総会	15:10 ～ 16:10

（松山市男女共同参画推進センター）会場 :「コムズ」5F

（８／２０）第 3 次提訴で原告１００２人に

　８月２０日、伊方原発運転差止訴訟の第３次

提訴を行いました。新たに３８０名の原告が加

わり、１次・２次の原告６２２名と合わせ、　

１, ００２名になりました。新たな原告には、伊

方町からも２名の方が参加されました。これ

で、愛媛県内２０市町全てに原告ができました。

四国の全ての市町村９５のうち、８３市町村

（８７％）から原告が立ちあがったことになり

ます。

　また今回は、早坂暁さん（作家・脚本家）、

片山恭一さん（作家）、宇都宮健児さん（前日

弁連会長）、アーサー・ビナードさん（絵本作家・

詩人）も原告に加わっていただきました。

　訴状の提出後、R ２番町ビル５階で開催され

た報告集会には約９０名が参加し、報告・質疑

と意見交換が時間いっぱいまで熱心に行われま

した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（写真は、強い日差しの中を松山地裁に向かう原告・弁護団・支援の人々。）
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四電の計算は「応力降下量」小さすぎる！
長沢啓行さん（大阪府立大名誉教授・若狭ネット資料室長）が指摘

偏った委員任命に反省なし　過小評価にもふれず（知事回答）

長沢啓行さんの講演会を、５月２５日午後、松山市のコムズ大会議室で開

催しました。１５０名が参加しました。

長沢さんは、電力会社の耐震計算を実際に数値を入れながら検証できる数少

ない研究者です。新規制基準案は、同時多重事故を想定外としており、抜本的

強化にならないと指摘しました。その上で、伊方原発の基準地震動は５７０

ガルで、あまりにも小さいと指摘。敦賀８００ガル、もんじゅ７６０ガル、

美浜７５０ガルに比べても小さいのです。揺れが大きかった岩手・宮城内陸

地震（2008 年）規模の地震が伊方で起きれば原発はもたないとし、「福島

原発事故のような事態を起こさないよう伊方は再稼働させるべきではない」

と訴えました。

また、「応力降下量」（地盤の固着部分が剥がれた前後の応力の差）が、

２０から３０メガパスカルとなるべきところ、伊方は最大でも１７. ７メガパ

スカルしかないことを明らかにしました。

四国電力の「耐震裕度２倍」化については、疑問だらけであることを示し

ました。たとえば、「可動部分」を全く動かない場合の摩擦力で計算して減

じており、計算根拠がなりたたないと指摘しました。充電基盤とドロッパ盤

の固有周期が、ストレステスト報告書と違っている「疑惑」も指摘しました。こうした問題点について、徹底的な解明が求められてい

ます。長沢さんの指摘の要点は、知事宛公開質問にも反映しています。

６月３日に原子力規制委員会と経産大臣

に要請と申し入れを行いました。愛媛、香

川、高知から３６名、上関原発反対の山口県

住民１０数名も含め、５０名を超えて参加し

ました。

原子力規制委員会は規制庁職員２名が対

応しました。私たちは、規制委員会の５人の

委員全員に届くよう、要請書冊子を５通作成

して手渡しました。規制委員会側は、「改め

て破砕帯についてもしっかりと調べていく。

周辺の活断層、中央構造線を含む活断層につ

いても同様に対応する」と述べました。また、南海トラフによる地震や津波についても、しっかりと評価していく旨回答しました。

続く経済産業大臣への申し入れでは、経産省職員が建前論を繰り返し、再稼働は原子力規制委員会の判断任せとしました。私たちが

「原発を廃炉にする方針」を示すよう求めましたが、具体的な答えはありませんでした。 参加者は、「福島の事故が無かったかのよ

うな状態に逆戻りしている」と厳しく批判しました。

規制委員会と経産省に申し入れ（６／３）

２０１３年６月３日

原子力規制委員会

委員長	 田中俊一　様

委員	 島崎邦彦　様

委員	 更田豊志　様

委員	 中村佳代子様

委員	 大島建三　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊方原発をとめる会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　【共同代表】（14 名連名で）

　　　　　　　伊方原発を再稼働させないよう求める要請書

　当会は、「絶対に福のような事故を繰り返してはならない」と、

2011 年 11 月 3 日に発足しました。伊方原発は、閉鎖性水域である

瀬戸内海に面しており、原発事故は瀬戸内海を死の海に変えてしまい

ます。原発の沖合６km に中央構造線活断層帯があり、たちまち強い

地震動が原発を襲う脅威にさらされています。そして、日本一細長い

佐田岬半島では住民の避難自体がきわめて困難です。

　原発直下の活断層があらためて確認された報道もあり、これまでの

「ずさん」な審査の問題が明らかになっています。ついては、伊方原

発について下記の点を要請いたします。

記

( １) 伊方原発直下の断層・破砕帯について、現地で徹底調査してく

ださい。

伊方原発２号機、３号機の直下に断層があることを四国電力も認めて

います。現地において徹底調査してください。同時に佐田岬半島を囲

む海底地形と断層等の関連についても、これまでの国・電力等で得た

あらゆるデータをもとに、現地調査と重ねた徹底調査を行ってくださ

い。

( ２) 中央構造線活断層帯にきわめて近い伊方原発は再稼働させない

でください。

福島では震源から原子炉まで１７０ｋｍほどでした。原子炉の運転は

停止しましたが、運転時の７％程度と言われる崩壊熱を取り去ること

ができず、原子炉は溶融し爆発まで引き起こしました。震源から１０

ｋｍ以内では「距離減衰」がきかないまま地震動が伝わるとされてい

ますが、伊方原発は巨大な活断層からわずか６ｋｍほどです。地震発

生後、たちまち地震動が原発を襲うと、制御棒が入らない可能性も排

除できません。原発が停止できず運転中のまま、重要配管などに損傷

を受ければ、福島事故と比較できないほどの大規模な事故になる可能

性があります。伊方原発は再稼働させないでください。

( ３) 福島原発事故の原因解明を続け、新規制基準（案）の「５年間

の猶予期間」は撤回してください。

福島原発事故は今も続いています。国会事故調査委員会は「独立調査

委員会」を設けての調査継続を提言しています。ところが、原因解明

を待たずに原子力規制基準（案）が作られ、重要な安全対策に「５年

猶予」まで持ち込んでいます。これでは原発の再稼働を優先させてい

るとしか見えません。絶対に福島のような事故を起こしてほしくない

との国民的な願いを尊重し ､ 原因解明をすすめるとともに、「５年猶

予」はただちに撤回してください。　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

１２･1 に、かつてない大規模集会を！
　　　「NO NUKES えひめ」の企画会議始まる

７月２日、愛媛県知事宛の「公開質問書」を県庁に届け

ました。とめる会からは１０名が参加　県側は、知事秘書

課担当者と土居豊治原子力安全対策推進監ほか、６名が対

応しました。公開質問の内容は、５節１２項目からなるも

のです。

　これに対して、８月９日、中村知事から回答がありま

した。回答書は４、５ページに示します。

　質問に対する回答の特徴を項目別に記すと、

①知事は、新たな「規制基準」が福島事故の検証・総括

ぬきであることには触れようとしない。新潟県の泉田知事

のような、原発推進でない委員を任命した上での厳格な検

証をすすめる態度について「他県のことについてはコメン

トできない」と回答を避けている。

②「長期的視点に立てば脱原発をはかるべき」としながら、

国に「重要要望」を行うだけにとどまっている。

伊方が再稼働の１番手に狙われているのは明らかです。これを断じて許してはなりません。

１２月１日、松山市の城山公園（堀之内）をおさえています。中四国、九州はもちろん、各地からも、そし

て地元の若者も・・・。伊方を稼働させないための、かつてない大規模集会を成功させましょう！

「とめる会」では企画会議を設け準備を始めました。当日午前はマルシェ（飲食や販売のコーナー）。ミュー

ジシャンの演奏。午後からメイン集会。集会後は大規模デモ。翌１２月２日には、知事あて署名（第３次分）

を提出します。各地の皆様、１２月１日は松山に結集してくださるようご準備ください！

２０１３年８月２０日

第三次訴訟提訴報告集会あてメッセージ

伊方原発訴訟団の皆様へ

「伊方原発とめよう！」は山口に住む私たちの願いでもあり

ます。福島では高濃度汚染水の流出が止まりません。同じこと

が伊方で起これば瀬戸内海が高濃度の放射能で汚染されます。

福島では、いまだ１７万人の人たちが住む土地を奪われながら

補償もされず苦しんでいます。使用済核燃料をどうするのか世

界中でまだ答えがみつかっていません。原子力の電気はトータ

ルでは最も高価なものになることは専門家が明らかにしていま

す。

日本列島ではいつどこで地震が起こるかわかりません。活断

層の問題にすりかえられようとしていますが、活断層など全く

ないところでも巨大地震は起こっているのです。

いったいこの危険な原発をすすめることに何のメリットがあ

るというのでしょう。原子力マフィアと呼ばれる利権集団の利

益のために、これ以上私たちの大切な土地や海を放射能で汚染

し、未来につづく大切ないのちを傷つけることはやめましょう。

福島の事故を体験した今こそ私たちの世代の責任ですべての

原発を止めましょう。

いっしょに頑張りましょう！

　　　　　　　　　　原発いらん！山口ネットワーク

　　　　　　　　　　　　　　三浦　翠、中村ミヤ子 【４面右上に続く 】
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私たちの７月２日の公開質問
への、知事回答です。全文を掲
載します。

③制御棒が入らず配管断裂などが重なる事態につい

て、知事自らは「想定しない」態度である。「冷温停

止状態にすることができ、また、重要な配管は基準地

震動で耐震評価するなど強度を持つ設計であると聞い

ている」、「規制委員会で審査される」としている。

④四電の「耐震裕度２倍化」について「四電からの

報告を鵜呑みすることなく」と言いながら、「応力降

下量」が小さいことには無回答である。構成の偏った

「環境安全管理委員会」とその「部会」の審査に任せ

る態度である。

⑤露骨な再稼働論者で、原発関連企業から金を受け

取っていた奈良林直委員らの問題性を認めようとしな

い。さらに、安全側に立った検証を貫こうとしない委

員らの発言を「厳しい視点で問題を審議している証

拠」と真逆に評価している。

【３面末尾からの続き 】
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片山さんは文学について、「現にある自分を離れてよ

り広く、より長いタイム・スパンで対象を捉える」と語り、

それは「自由」であり、「過去と未来を貫いて人類全体

を眺望しうるもの」で、いかにして人は自由であり得る

か、主体的に生きることができるか。それを考えるのが

文学だと語りました。

それに対して、核エネルギーというのは、文学のめざ

す方向性と志向性に真っ向から対立する。一歩間違えば、

取り返しの付かない放射能災害を引き起し、放射性廃棄

物は何万年にもわたって管理しなければならない。非常

に強い技術的な束縛の下に生きているだけではなく、未

来の人たちの自由や主体性を奪うことになると語りまし

た。

近代文学と「恋愛」について語る中では、当時の文学

者たちが女性との関係を「対等な人間として対処する」

「弱い立場に付け入ることなく公正に」扱おうとしたこ

とを取り上げました。彼らが主体的であろう、自由であ

ろうとしたのであり、相手の主体性を認めなければ、自

分の主体性も実感されないからだと言います。 

人間が発達を遂げる過程で、自分が食べるつもりだっ

た食べ物を誰かにあげて、それを食べた相手が思わず笑

みをもらしたとき、「美味しい」という感覚は生まれた

と思う。決して自分一人でつくり出すことはできない。

原発をなくすことについても、「未来に生まれて来る人

たちに、安心して生活できる環境をプレゼントして、彼

らがニコッと微笑んでくれることを、ぼくたち自身の幸

せにすればいいわけです」と語りました。

 「原発から離脱することは、不正で不当なことにかか

わっている自分から離脱することであり、経済成長や大

片山恭一講演会「原発は人・文学と真っ向対立する」

量消費はいい加減に切り上げる。みんなで豊かに幸せに

貧しくなっていく。そのことで他者を公正に扱おうとす

る。それは十分に、ぼくたちが生きるモチーフになりま

す。そこには、恋愛と同じモチーフが、同じ情動が流れ

ている。しかも、恋愛と違って賞味期限がない。高齢化

社会へ向かっている日本の社会においては、一つの未来

イメージになるのではないか。」片山さんは、こう締め

くくりました。

６月２３日、宇和島市出身の作家・片山恭一さんの講演会を、愛媛大学の南加記念ホールで行い

ました。約２００人の参加がありました。（片山さんは、この講演を縁に、伊方原発運転差止第 3

次訴訟の原告にもなっていただきました。）

片山恭一講演会の冒頭に、新居浜協立病院の曽根康夫医師

が福島での「被ばくの影響」について報告を行いました。報

告は、昨年１２月１６日に福島市、川俣町、飯舘村に入った

様子から始まりました。映像を示しながら語りました。持参

した線量計で、福島市の中心街でも年間５ミリシーベルトを

超える箇所がいたる所にありました。飯舘村では、役場など

「徹底除染」された部分は線量が低いが、住宅地すぐそばの

草原では年間３０ミリシーベルトを超える線量が測定されま

した。除染しても根本解決できない放射能汚染の深刻な事態

が伝わりました。

続いて、曽根医師は、放射性ヨウ素１３１による甲状腺被

ばくについて語りました。

曽根康夫医師の報告に大きな衝撃（片山講演会のサブ報告）

２０１１年度に福島県の０～１８歳について甲状腺エコー

検査を行った結果は、４割近くにしこり・のう胞がみられま

した。今年２月には福島県民健康調査で、３８, １４４人のう

ち１８２人が二次検査を受け、１０人が甲状腺癌もしくは癌

の疑いと判定されました。後に１０名とも手術を受け癌と判

明しています。１０万人中２６人の割合となり、これまでの

日本の甲状腺癌発症率の２５倍を超えています。６月には福

島県民健康調査の検討委員会が、１７万４千人を対象にした

調査において、甲状腺癌・癌の疑い患者が２７名もがみつかっ

たと公表しました。引続き通常の２５倍以上の発症率です。

これについて、２通りの受けとめ方があると言います。反

核医師の会の青木克明医師（広島協立病院）のように率直に

「異常ではないのか」と見る医師たち。もう一つは、福島医

大の鈴木真一教授のように「検診によるスクリーニング効果

で、将来見つかるべき癌が早くみつかっただけ」とする見方

です。残念ながら医学会の「権威ある」専門医の多くがその

見方をしているようです。

曽根医師は NPO 放射線衛生学研究所長の木村真三氏の資

料を紹介しました。「福島で２次検査の必要な人が１１４０

人。このうち検査を受けたのが４２１人。結果が出たのは

３８３人。この３８３人中から２７人が癌または癌の疑いと

されたのである。検査が進むと通常の５０倍以上の発症とな

る可能性もある。」というものです。このことから見ても、

「２５倍を超える発症の全てがスクリーニング効果とは思え

ない」としました。

曽根医師は「まとめ」として、①法令で居住が禁止される

５～２０ミリシーベルト汚染地域に乳幼児を含む人々を住ま

わせるのは「棄民政策」に他ならないこと。②児童生徒に通

常の２０倍以上の割合で甲状腺癌が発見されているのは、常

識的に考えれば異常な事態であり、いっそうの健康調査と継

続が必要であること－を示し、福島での被ばくの影響からの

結論は、「原発のない社会！」であると訴え、報告を終えま

した。

次回口頭弁論は１０月２９日です。

第４回口頭弁論（4/30）

４月３０日（火）、第４回口頭弁論が行われました。

今回は、人事異動で裁判長が変わったため弁論更新手続が

あり、弁護団事務局長の中川創太弁護士が弁論更新に際して

の意見陳述を行いました。中川弁護士は、過去の原発裁判で

住民側敗訴の判決文を書いた裁判官たちが、福島の事故後に、

反省の言葉を率直に述べている事実を最近の書物・資料から

ていねいに引用し紹介しました。原告からは、河野泰博さん

（大分）、服部克彦さん（徳島）の２名が意見陳述しました。

河野さんは大分県住民の中での稼働反対の声の広がりを語り

ました。服部さんは原発に反対を貫いてきた研究者の思いを

語りました。報告集会は、Ｒ２番町ビルで行い約８０名が参

加しました。

第５回口頭弁論（7/16）

第５回口頭弁論は、7 月 16 日に開催されました。参議院

議員選挙の最中でしたが、松山地裁での傍聴券抽選の列に約

８０名、報告集会には７０名が参加しました。今回は、原告

準備書面（11）について 山口剛史弁護士、求釈明申立書（２）

について薦田伸夫弁護士が陳述しました。その後、原告の意

見陳述として、中川悦良さん（愛媛）、堀内美鈴さん（愛媛）、

山下正寿（高知）さんが陳述を行いました。

原告の陳述で、中川さんは一貫して原発とその危険に反対

してきた体験を語りました。堀内さんは福島県住民の声を聴

くことの重要性を語りました。山下さんは海の汚染の深刻さ

と、福島事故の重要記録隠蔽を批判しました。

報 告 集 会 で

は、東電が原子

炉の「過渡現象

記録装置」（航

空機のボイスレ

コーダのような

もの）記録を完

全に公開してい

ないことが報告

されました。

次回の口頭弁論は、10 月２９日（火）です。今回も原告席の抽選を原告団で行います。

１３時までに裁判所ロビーにお越しください。一般の方は１３時 30 分集合です。裁判所

側による傍聴者抽選ののち、１４時１５分から横断幕を掲げて裁判所門前まで歩きます。
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伊
方
原
発
運
転
差
止
訴
訟
原
告
数
　
（
第
１
次
+
第
２
次
+
第
３
次
の
原
告
を
合
算
）

２
０
１
３
年
８
月
２
０
日
集
計
訂
正
分

番
号

市
町
村

原
告
数

番
号

市
町
村

原
告
数

番
号

市
町
村

原
告
数

番
号

市
町
村

原
告
数

県
名

原
告
数

1
徳
島
市

2
7

2
5
高
松
市

2
5

4
2
松
山
市

2
5
0

6
2
高
知
市

8
3

北
海
道

1
2
鳴
門
市

2
2
6
丸
亀
市

4
4
3
今
治
市

2
1

6
3
室
戸
市

福
島

6
3
小
松
島
市

3
2
7
坂
出
市

1
4
4
宇
和
島
市

2
9

6
4
安
芸
市

4
群
馬

1
4
阿
南
市

1
2
8
善
通
寺
市

2
4
5
八
幡
浜
市

6
6
5
南
国
市

8
埼
玉

3
5
吉
野
川
市

2
2
9
観
音
寺
市

3
4
6
新
居
浜
市

4
0

6
6
土
佐
市

1
1

千
葉

4
6
阿
波
市

2
3
0
さ
ぬ
き
市

4
4
7
西
条
市

2
0

6
7
須
崎
市

2
東
京

2
0

7
美
馬
市

1
3
1
東
か
が
わ
市

1
4
8
大
洲
市

1
1

6
8
宿
毛
市

1
1

神
奈
川

6
8
三
好
市

5
3
2
三
豊
市

7
4
9
伊
予
市

9
6
9
土
佐
清
水
市

3
長
野

2
9
勝
浦
郡
勝
浦
町

3
3
小
豆
郡
土
庄
町

2
5
0
四
国
中
央
市

1
5

7
0
四
万
十
市

6
愛
知

4
1
0
勝
浦
郡
上
勝
町

1
3
4
小
豆
郡
小
豆
島
町

1
5
1
西
予
市

9
7
1
香
南
市

5
京
都

4
1
1
名
東
郡
佐
那
河
内
村

2
3
5
木
田
郡
三
木
町

1
5
2
東
温
市

2
1

7
2
香
美
市

4
大
阪

5
1
2
名
西
郡
石
井
町

4
3
6
香
川
郡
直
島
町

5
3
越
智
郡
上
島
町

1
7
3
安
芸
郡
東
洋
町

兵
庫

1
0

1
3
名
西
郡
神
山
町

3
7
綾
歌
郡
宇
多
津
町

5
4
上
浮
穴
郡
久
万
高
原
町

7
7
4
安
芸
郡
奈
半
利
町

奈
良

5
1
4
那
賀
郡
那
賀
町

2
3
8
綾
歌
郡
綾
川
町

3
5
5
伊
予
郡
松
前
町

1
1

7
5
安
芸
郡
田
野
町

1
島
根

1
1
5
海
部
郡
牟
岐
町

3
9
仲
多
度
郡
琴
平
町

2
5
6
伊
予
郡
砥
部
町

6
7
6
安
芸
郡
安
田
町

広
島

1
5

1
6
海
部
郡
美
波
町

1
4
0
仲
多
度
郡
多
度
津
町

1
5
7
喜
多
郡
内
子
町

5
7
7
安
芸
郡
北
川
村

山
口

8
1
7
海
部
郡
海
陽
町

2
4
1
仲
多
度
郡
ま
ん
の
う
町

1
5
8
西
宇
和
郡
伊
方
町

2
7
8
安
芸
郡
馬
路
村

1
福
岡

5
1
8
板
野
郡
松
茂
町

原
告
人
数
計

5
8
人

5
9
北
宇
和
郡
松
野
町

2
7
9
安
芸
郡
芸
西
村

3
長
崎

1
1
9
板
野
郡
北
島
町

1
原
告
の
い
る
市
町
数

1
5

6
0
北
宇
和
郡
鬼
北
町

5
8
0
長
岡
郡
本
山
町

3
熊
本

1
2
0
板
野
郡
藍
住
町

2
香
川
の
市
町
総
数

1
7

6
1
南
宇
和
郡
愛
南
町

1
8
1
長
岡
郡
大
豊
町

3
大
分

1
0
4

2
1
板
野
郡
板
野
町

2
原
告
人
数
計

4
7
1
人

8
2
土
佐
郡
土
佐
町

2
宮
崎

1
2
2
板
野
郡
上
板
町

2
原
告
の
い
る
市
町
数

2
0

8
3
土
佐
郡
大
川
村

鹿
児
島

1
2
3
美
馬
郡
つ
る
ぎ
町

1
愛
媛
の
市
町
総
数

2
0

8
4
吾
川
郡
い
の
町

8
沖
縄

1
2
4
三
好
郡
東
み
よ
し
町

1
8
5
吾
川
郡
仁
淀
川
町

1
2
0
9

原
告
人
数
計

6
4
人

8
6
高
岡
郡
中
土
佐
町

1

原
告
の
い
る
市
町
村

2
0

8
7
高
岡
郡
佐
川
町

1
2

徳
島
の
市
町
村
総
数

2
4

人
8
8
高
岡
郡
越
知
町

1
8
9
高
岡
郡
梼
原
町

3

9
0
高
岡
郡
日
高
村

4

％
9
1
高
岡
郡
津
野
町

4
9
2
高
岡
郡
四
万
十
町

5
9
3
幡
多
郡
大
月
町

4
9
4
幡
多
郡
三
原
村

2
9
5
幡
多
郡
黒
潮
町

5
原
告
人
数
計

2
0
0
人

原
告
の
い
る
市
町
村
数

2
8

高
知
の
市
町
村
総
数

3
4

四
国
の
原
告
人
数

四
国
以
外
の
原
告

原
告
が
い
る
四
国
の
市
町
村

四
国
の
市
町
村
数

1
0
0
2

8
7

7
9
3

2
0
9

8
3

9
5

○　９／１５（日）	 早坂暁講演と「伊方原発をとめる会」第３回定期総会　（コムズ、13:30 ～）

○　９／２８（土）	 伊方町・佐田岬半島一円に大宣伝行動　（八幡浜駅前集合、10:00）

○１０／１１（金）	松山市駅前から県庁前までデモ　（坊ちゃん広場、18:00 ～）

○１０／２９（火）	伊方原発運転差止訴訟・第 6回口頭弁論　（松山地裁 13:30、14:30 開廷）

○１２／　１（日）	 「ＮＯ　ＮＵＫＥＳ　えひめ」　（松山市堀之内＝城山公園、10:00 ～）

【当面の日程】

編集後記

毎回あわただしい仕上げとなる。

できれば４ページで納めようと

したものの、前回ニュースの発

行から 4 ヶ月経過。ずいぶんと

取り組みがあった。ホームペー

ジに書いた記事をもとに、やは

りこれも、これもと重ねた結果。

８ページとなった。２３時 50 分。

これから印刷機を回す・・・Ｗ


